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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 28年 11月 11日に公表した平成 28年 12月期通期（平成 28年 1月 1日～平成 28年

12月 31日）の連結業績予想を下記の通り修正し、また、平成 28年 12月期通期個別業績予想についてお知らせいたし

ます。 

 

記 

 

● 業績予想の修正について 

(単位: 百万円) 

平成 28年 12月期通期連結業績予想数値の修正（平成 28年 1月 1日～平成 28年 12月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

1株当たり当期純利益（円） 

前回発表予想 (A) 2,100,000 48,000 47,000 31,000 85.11 

今回発表予想 (B) 2,089,000 81,000 77,000 64,000 175.71 

増減額 (B-A) △11,000 33,000 30,000 33,000  

増減率 (%) △0.5 68.8 63.8 106.5  

(ご参考) 前期実績 

(平成 27年 12月期) 
2,627,850 2,017 △294 51 0.14 

 

平成 28年 12月期通期個別業績予想（平成 28年 1月 1日～平成 28年 12月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益（円） 

前期実績 (Ａ) 

(平成 27年 12月期) 
2,372,577 △8,976 △5,344 △9,085 △24.94 

今回発表予想 (B) 2,013,000 61,000 62,000 65,000 178.45 

増減額 (B-A) △359,577 69,976 67,344 74,085  

増減率 (%) △15.2 － － －  

 

修正の理由 

平成 28年 12月期通期連結営業利益は前回発表時（平成 28年 11月 11日）より 330億円増加し 810億円になる見通

しです。今回の上方修正の主な要因は、10-12 月期の石油製品および石油化学品のマージンが想定を上回ったこと、お

よび前回発表時では 20 億円の在庫評価損を想定していたところ 80 億円の在庫評価益が計上されたことが挙げられま

す。なお、1株あたり年間 47.5円（普通配当 38円、特別配当 9.5円）の通期配当見通しについては、前回発表からの変

更はありません。 

 

 

以上 


